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２０１２年４月１４日にオープンした
杵つき精米所です。
５月から営業を停止しており、前町長
から新町長へ営業再開の課題が引き継が
れました。
未来創造による活用に向け、２度目の再
スタートを待つ杵つき精米所です。

  P2  特集 1
　杵つき精米所が再停止

  P3  特集 2
　町のトップ３が相次ぎ退任

  P4  特集 3
　議会改革を強力に推進

  P5  本会議
　平成最後の本会議

 P9  一般質問
　鶴田（前）町長へ最後の一般質問

P14  委員会
P16  全員協議会

P18  研修
P19  一部事務組合

P20  住民の声

「住民に見える議会」
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議
会
は
、
平
成
30
年
３
月
に
議
案「
湯
前
町
農
産
物
加
工
施
設（
精
米
所
）の
指
定
管
理
者
に

つ
い
て
」を
議
決
。
そ
れ
以
降
、
農
業
公
社（
以
降
、
公
社
）で
は
、
理
事
長
や
従
業
員
数
、

事
業
方
針
な
ど
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
来
は
町
が
公
社
を
指
導
・
監
視
す
る
立
場
で
す

が
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
不
十
分
の
た
め
、
議
会
か
ら
課
題
を
指
摘
。
公
社
の
鶴
田（
前
）

理
事
長
は
、
指
定
管
理
の
運
営
不
備
を
認
め
、
杵
つ
き
精
米
所
の
営
業
停
止
を
決
断
し
ま
し

た
。 杵

つ
き
精
米
所
が
再
停
止

指
定
管
理
の
運
営
不
備
を
理
事
長
認
め
る

議
会
か
ら
指
摘
し
た
問
題
点

①
条
例
と
の
相
違

　

湯
前
町
農
業
の
活
性
化
を
図
る
設
置
目
的

に
則
し
た
運
営
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

【
湯
前
町
農
産
物
加
工
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
】（
設
置
の
目
的
）第
２
条

　

加
工
施
設
は
、
湯
前
町
内
農
家
等
の
水
稲

か
ら
他
作
物
へ
の
転
作
の
促
進
及
び
農
産
物

の
活
用
に
よ
る
生
産
振
興
、
特
産
品
の
開

発
、
並
び
に
都
市
住
民
と
の
交
流
に
よ
り
湯

前
町
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

関
連 

地
方
自
治
法　

第
２
４
４
条
の
１（
公

の
施
設
）普
通
地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
の

福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ
て
そ
の
利
用

に
供
す
る
た
め
の
施
設（
こ
れ
を
公
の
施
設

と
い
う
）を
設
け
る
。

②
赤
字
運
営

　

杵
つ
き
精
米
所
は
、
公
社
が
平
成
28
年
度

に
指
定
管
理
を
受
け
て
以
降
、
マ
イ
ナ
ス
収

支
。
毎
年
度
の
計
画
で
は
赤
字
に
な
ら
な
い

内
容
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

指定管理者（農業公社）の問題点

杵つき精米所 農業公社

行政指導のため点検・評価ができない

  湯前町農業の活性化
を図れていない

×①条例相違

×②赤字運営

×④チェック機能不十分

×③行政主導

（公の施設）
（第3セクター）
（指定管理者）

（町長＝理事長）
（町職員＝事務方）

町

▼
平
成
24
年
上
旬　

精
米
所
完
成

　

３
月
定
例
会
で
、
自
然
農
法
湯
前
普
及
会

を
杵
つ
き
精
米
所
の
指
定
管
理
者
と
し
て
議

決（
公
募
に
よ
ら
な
い
指
定
）。

【
湯
前
町
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の

指
定
手
続
き
等
に
関
す
る
条
例
】（
公
募
に
よ

ら
な
い
指
定
管
理
者
の
候
補
者
の
選
定
）第

６
条　

町
長
等
は
、
公
の
施
設
の
性
格
、
規

模
、
機
能
等
を
考
慮
し
、
設
置
目
的
を
効
果

的
か
つ
効
率
的
に
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
慮
す
る
と
き
。

 

杵
つ
き
精
米
所

　
　

指
定
管
理
の
経
緯

 

自
然
農
法
湯
前
普
及
会
の

 

撤
退
で
公
社
が
受
け
皿

③
行
政
主
導

　

公
社
に
は「
経
営
者
」と「
計
画
書
や
報
告

書
を
作
成
で
き
る
従
業
員
」が
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、指
定
管
理
者
の
実
務
を
町
職
員
、

理
事
長
を
町
長
が
担
っ
て
い
ま
す
。
現
状
の

公
社
に
指
定
管
理
を
受
け
る
経
営
余
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。

④
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
不
十
分

　

行
政
主
導
の
た
め
、
指
定
申
請
書
や

基
本
協
定
書
に
基
づ
き
、
町
が
公
社
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

【
指
定
申
請
書
】運
営
方
針
は
、
本
町
農
業
の

販
路
拡
大
や
消
費
拡
大
を
図
る
こ
と
。

【
基
本
協
定
書
第
17
条
】公
社
は
各
年
度
、
事

業
計
画
書
を
提
出
し
、
町
の
承
認
が
必
要
。

【
基
本
協
定
書
第
18
条
】 

公
社
は
年
度
終
了

後
、
事
業
報
告
書
を
各
年
度
提
出
し
、
町
の

確
認
が
必
要
。　

関
連 

地
方
自
治
法　

第
２
４
４
条
７

【
基
本
協
定
書
第
19
条
】 

公
社
に
対
し
て
町

は
改
善
を
勧
告
す
る
。　

関
連 

地
方
自
治
法　

第
２
４
４
条
10
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町のトップ３が
　　相次ぎ退任

町長と教育長が最後の挨拶

▼
平
成
26
年
11
月　

精
米
所
撤
退

　

自
然
農
法
湯
前
普
及
会
会
長
よ
り
精
米
所

の
運
営
撤
退
の
申
出
。

▼
平
成
27
年
１
月　

全
員
協
議
会

　

運
営
撤
退
を
受
け
て
、
今
後
の
対
応
を
産

業
振
興
課
で
検
討
。

▼
平
成
27
年
６
月　

全
員
協
議
会

　

町
は
、
議
会
に
指
定
管
理
者
制
度
で
対
応

す
る
旨
の
説
明
。

▼
平
成
27
年
８
月　

一
般
公
募

　

公
募
し
た
が
応
募
な
し
。

▼
平
成
27
年
11
月　

全
員
協
議
会

　

町
は「
公
社
へ
の
指
定
管
理（
案
）」を
議
会

に
説
明
。

▼
平
成
28
年
３
月　

定
例
会

農業活性化を目的に建設した杵つき精米所

鶴田（前）町長の挨拶中村（前）教育長の挨拶

特集２

▼
副
町
長
が
12
月
末
、
教
育
長
が
３
月
末
、

町
長
が
４
月
末
に
相
次
い
で
の
退
任
と
な
り

ま
し
た
。

▼
５
月
か
ら
は
、
長
谷
町
長
に
よ
る
町
政
運

営
が
始
ま
り
ま
す
。

　

公
社
を
杵
つ
き
精
米
所
の
指
定
管
理
者
と

し
て
議
決
。

指
定
管
理
者
の
取
り
消
し

　

４
月
４
日
の
全
員
協
議
会
で
、
公
社
の
鶴

田（
前
）理
事
長
は
、
指
定
管
理
の
運
営
不
備

を
認
め
、
杵
つ
き
精
米
所
の
営
業
停
止
を
決

断
し
ま
し
た
。
議
会
か
ら
は
、
杵
つ
き
精
米

所
の
運
営
継
続
を
求
め
る
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
鶴
田（
前
）理
事
長
は
次
の
町
長
へ
託
す

意
向
で
し
た
。
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▼
中
村（
前
）教
育
長
は
、
３
月
31
日
に
任
期

が
終
了
す
る
予
定
で
し
た
が
、
鶴
田（
前
）町

長
か
ら
は
教
育
長
の
人
事
案
件
が
上
程
さ
れ

ず
、
教
育
長
が
不
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
新
教
育
委
員
会
制
度
が
平
成
27
年
４
月
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
法
改
正
以
降
、
教
育
長

の
任
命
は
、
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任

命
す
る
よ
う
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
法
律
４
条（
任
命
）】

▼
こ
の
法
改
正
で
は
、
教
育
委
員
の
任
期
は

４
年
の
ま
ま
で
す
が
、
教
育
長
の
任
期
は
３

年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
理
由
は
地
方
公
共

団
体
の
長
が
４
年
の
任
期
中
に
少
な
く
と
も

１
回
は
教
育
長
を
選
任
す
る
機
会
を
設
け
、

首
長
の
人
事
構
想
の
中
に
教
育
長
人
事
を
位

置
付
け
や
す
く
す
る
た
め
で
す
。

▼
４
月
か
ら
、
教
育
長
職
務
代
理
者
の
村
井

氏
が
教
育
長
の
仕
事
を
代
行
し
て
い
ま
す
。

本
町
の
教
育
行
政
を
推
進
す
る
に
は
、
速
や

か
な
教
育
長
の
任
命
が
必
要
で
す
。

教
育
長
の
任
命
な
し

教
育
長
が
不
在
の
状
態
に



議
会
改
革
を
強
力
に
推
進

住
民
福
祉
の

　

向
上
を
目
指
す

特
集
３

議会改革調査特別委員会

委 員 長 味岡恭

副委員長 金子光喜

委　　員 ほか全議員

2月13日／3月27日／4月23日

　

議
会
で
は
、
本
年
１
月
に
開
催
し
た
臨
時

会
に
お
い
て
、
改
選
後
２
回
目
と
な
る「
議

会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」の
設
置
を
決
議

し
ま
し
た
。
住
民
福
祉
を
向
上
す
る
に
は
、

住
民
視
点
の
継
続
し
た
議
会
改
革
が
必
要
で

す
。

改革の目的 主な取組内容

住民に見える議会 ・本会議映像の配信
・近隣議会の透明化調査の実施
・ＳＮＳの活用

住民が参加しやすい議会 ・懇談会の開催（団体・住民）
・子ども議会の開催

議会力・議員力の強化 ・議会基本条例の制定
・議会防災計画の策定
・ペーパーレス（タブレット導入）の推進

Ａ町 Ｂ村 湯前町 Ｃ村 Ｄ町 Ｅ村 Ｆ町 Ｇ村 Ｈ村

議会だより ○
P16

○
P10

◎
P20

○
P12

○
P14

○
P18

○
P14

○
P12

△
P10

例規集 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

会議録 ○ ○ ○ × ○ × × × ×

議会放送 ○ ○ ◎ ○ × ○ △ × ×

議会基本条例 ○ × ☆ × ○ × ○ × ×

意見交換会
報告会 ○ × ◎ ○ △ × × × ×

議会予定 × × △ × × × × × ×

子ども議会 ○ ○ ◎ × × × × × ○

SNS活用 × × ☆ × × × × × ×

（参考）
タブレット導入 〇 × ☆ × × × × × ×

【近隣議会の透明性調査】　［情報：平成31年2月末時点］

【凡例】〇：実施中 ( ◎：本町議会改革 )　△：一部実施　×：未実施　☆：取組予定
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これから大改修が始まる湯楽里の上空写真　

 

教
え
て
議
会

過
疎
債
と
は

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
地

方
債
で
す
。
過
疎
地
域
に
該
当

す
る
市
町
村
に
限
り
発
行
が
認

め
ら
ま
す
。
発
行
額
に
応
じ
て

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
が
増
額

さ
れ
る
た
め
、
元
利
償
還
の
負

担
は
少
な
く
、
過
疎
地
域
の
貴

重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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本 会 議

平
成
最
後
の
本
会
議

町
長
任
期
の
骨
格
予
算

平
成
最
後
の
３
月
定
例
会
は
、
６
日
か
ら
14
日
ま
で
９
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
４
人
の
一
般
質
問
の
後
、

新
年
度
予
算
、
平
成
30
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。
平
成
と
と
も
に
鶴
田
町
政

も
終
わ
る
こ
と
か
ら
、
新
年
度
予
算
は
骨
格
予
算（
必
要
最
小
限
度
の
経
費
を
計
上
す
る
予
算
）と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
２
月
20
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

湯
楽
里
の
大
規
模　

改
修

当
初
予
算
に
設
計
監
理

業
務
委
託
料
を
計
上

２
０
３
０
万
円

▼
町
は
、
湯
前
町
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
中
に「
湯
楽
里
の
大

規
模
改
修
事
業
」を
計
上
し
ま
し

た
。
経
年
劣
化
と
故
障
頻
発
に
よ

る
も
の
で
す
。

▼
概
算
事
業
費
は
３
億
５
千
万

で
、
22
箇
所
の
施
設
改
修
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
全

館
空
調
設
備
、
照
明
器
具
な
ど
の

電
気
設
備
、
各
種
配
管
機
械
室
内

装
置
更
新
、
揚
湯
ポ
ン
プ
設
置
温

水
ボ
イ
ラ
ー
更
新
工
事
、ロ
ビ
ー
、

浴
室
、
客
室
、
広
間
、
玄
関
前
石

畳
、
外
壁
、
合
宿
棟
な
ど
で
す
。

▼
改
修
費
の
財
源
は
、
過
疎
債
、

基
金
、資
本
金
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

工
事
費
は
設
計
が
整
っ
て
か
ら
の

計
上
と
な
り
ま
す
。

▼
湯
楽
里
を
改
修
す
る
期
間
、
休

業
や
工
事
行
程
の
調
整
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
お
客
様
に
早
め
の
周

知
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
支
障
な

く
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

H29

H27

H23

H19

H15

H31

H27

H23

H19

0
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0 500 1000 1500 2000 2500 3000

100 200 300 400 500 600

扶助費（百万円）

骨格予算（百万円）

骨格予算は年々増加 ( 扶助費の増加も要因 )

扶助費とは
　社会保障の一環で、高齢者、児童、心身障害者など扶助に係る経費。
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空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助

空
き
家
の
利
活
用
が　

目
的

４
５
０
万
円（
前
年
同
額
）

▼
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

は
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
活

用
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
始
め
た

３
年
間
限
定
の
事
業
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
は
３
０
０
万
円
の

予
算
を
減
額
し
ま
し
た
、

▼
町
内
に
は
現
在
２
０
０
件
程
の

町
Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を

８
７
４
万
５
０
０
０
円

▼
町
の
Ｈ
Ｐ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）を

本
年
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

現
在
の
Ｈ
Ｐ
は
平
成
10
年
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
こ
れ
ま
で
の
問
題
点
は
、「
時

系
列
で
閲
覧
し
に
く
い
」「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
対
応
に
な
っ
て
い
な

い
」「
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
が
古

い
」「
検
索
し
て
も
情
報
が
出
て
こ

な
い
」な
ど
。

▼
作
業
部
会
で
Ｈ
Ｐ
の
構
成
や
内

容
を
詳
細
に
検
討
し
、
初
期
費
用

８
７
４
万
５
０
０
０
円
と
運
用
費

用
を
抑
え
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

▼
今
後
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

町
補
助
金
の
見
直
し
を

平
成
31
年
度
予
算
も
同

額
計
上

▼
補
助
金
の
見
直
し
は
、
町
長
が

職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
現
在
の
補
助
金
を
検

証
・
精
査
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
ま

し
た
。そ
れ
か
ら
１
年
半
が
経
ち
、

方
向
性
が
示
さ
れ
た
の
か
を
質
し

ま
し
た
。

▼
町
長
は
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
答

申
を
受
け
民
間
の
方
々
の
意
見
を

伺
っ
て
い
る
状
況
。
各
課
の
考
え

も
あ
り
結
論
は
出
て
い
な
い
」と

答
弁
。
そ
の
結
果
、
平
成
31
年
度

の
予
算
は
一
部
を
除
き
前
年
同
額

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
議
会
は
早

急
に
新
町
長
の
も
と
で
取
り
組
む

よ
う
求
め
ま
し
た
。

時代に合ったリニューアルを目指す町ＨＰ

空き家バンク QR

登録物件が少ない町空き家バンク

空
き
家
が
あ
り
ま
す
。
老
朽
化
が

進
行
す
る
に
つ
れ
、
景
観
だ
け
で

な
く
近
隣
住
民
に
迷
惑
が
か
か
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

▼
町
当
局
は
、
空
き
家
の
利
活
用

を
目
的
に
、
更
な
る
周
知
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

委
託
先
を
選
定
さ
れ
ま
す
が
、
公

募
の
前
に
作
業
部
会
だ
け
で
な
く

有
識
者
に
も
意
見
を
求
め
る
よ
う

議
会
か
ら
提
言
し
て
い
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム 

補
助

補
助
金
の
検
証
が
必
要

２
０
０
万
円
（
前
年
同
額
）

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を
活
用

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
始
め
た
３

年
間
限
定
の
事
業
で
す
。

▼
平
成
30
年
度
は
、
先
着
４
件
分

の
予
算
で
募
集
を
開
始
。
２
ヶ
月

足
ら
ず
で
９
件
の
申
請
が
あ
り
、

補
助
金
の
枠
が
な
く
な
り
ま
し

た
。

▼
湯
前
町
建
築
物
耐
震
改
修
促
進

計
画
で
は
、
本
町
の
目
標
は
耐
震

化
率
90
％
で
す
。
耐
震
化
と
セ
ッ

ト
に
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
昨

年
度
、
議
会
か
ら
提
案
し
て
い
ま

す
。



スポーツを楽しむ子ども達
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小
学
校
運
動
部
活
動

の
社
会
体
育
移
行

ス
ポ
ー
ツ
教
室
委
託
料

１
０
９
万
円
６
０
０
０
円

▼
本
年
度
か
ら
小
学
校
の
総
合
運

動
部
ク
ラ
ブ
を「
湯
前
さ
わ
や
か

ク
ラ
ブ
だ
ん
だ
ん
」が
支
援
し
ま

す
。
指
導
者
は
、
新
た
に
立
ち
上

げ
た「
だ
ん
だ
ん
コ
ー
チ
部
会
」の

９
人
で
、
人
吉
球
磨
管
内
で
は
最

多
で
す
。

▼
今
の
と
こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
の

要
望
に
応
え
な
が
ら
次
の
種
目
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

〇 

春
は
外
部
講
師
を
招
聘
し
て

キ
ッ
ズ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

風
疹
に
ご
用
心

本
町
対
象
者
３
９
７
人

１
１
９
万
５
０
０
０
円

▼
市
町
村
が
主
体
と
な
り
39
～
56

才
ま
で
の
男
性
に
風
疹（
ふ
う
し

ん
）の
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
を

無
料
で
行
い
ま
す
。

▼
風
疹
の
抗
体
検
査
は
、
本
町
対

象
者
３
９
７
人
の
う
ち
、
３
分
の

計
画
的
な
積
立
が
必
要

公
共
施
設
等
整
備
基
金

２
０
１
４
万
円
４
０
０
０
円

▼
公
共
施
設
等
整
備
基
金
は
、
平

成
29
年
度
末
で
４
億
６
０
７
６
万

円
。
こ
れ
に
係
る
経
費
が
40
年
間

で
３
４
６
億
円
、
そ
れ
を
65
％
圧

縮
し
て
１
２
０
億
円
と
い
う
答
弁

を
、
以
前
受
け
て
い
ま
す
。

▼
平
成
29
年
度
の
積
み
立
て
は

約
25
万
円
、
平
成
30
年
度
が
約

２
０
１
４
万
円
。
議
会
か
ら
は
、

公
共
施
設
整
備
基
金
へ
の
計
画
的

な
積
み
立
て
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
の
全
面
禁
煙

規
制
に
沿
っ
た
対
応
を

▼
本
年
７
月
か
ら
役
場
庁
舎
内

で
の
喫
煙
が
法
律
に
基
づ
き
規
制

さ
れ
ま
す
。
一
部
で
は
敷
地
内
全

面
禁
煙
と
い
う
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。

▼
町
は
、
Ｊ
Ｔ（
日
本
た
ば
こ
産

業
）と
規
制
に
沿
っ
た「
屋
外
に
喫

煙
所
の
設
置
」を
検
討
し
て
い
ま

す
。
全
面
禁
煙
に
す
る
か
は
継
続

課
題
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の　

新
展
開

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
推
進

▼
ふ
る
さ
と
納
税
の
募
集
は
、
返

礼
品
と
な
る
特
産
品
に
頼
る
ば
か

り
で
な
く
、
寄
附
者
が
応
援
し
た

く
な
る
政
策
・
事
業
が
考
え
ら
れ

な
い
か
、町
当
局
に
質
し
ま
し
た
。

▼
町
当
局
は
、「
現
在
そ
の
よ
う

な
政
策
・
事
業
は
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
」と
答
弁
。
議
会
か
ら
は

以
前
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
推
進
を
提
言
し
て
い
ま

す
。

 

教
え
て
議
会

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン　

デ
ィ
ン
グ
と
は

　

不
特
定
多
数
の
人
が
、
通
常

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
他
の

人
々
や
組
織
に
財
源
の
提
供
や

協
力
な
ど
を
行
う
こ
と
で
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組
み
の
中

で
取
り
組
む
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。

と
い
う
体
幹
づ
く
り

〇 

梅
雨
の
時
期
は
バ
レ
ー
種
目
な

ど
体
育
館
内
で
で
き
る
種
目

〇
７
～
10
月
に
体
幹
づ
く
り

〇 

秋
口
や
冬
の
寒
い
時
期
は
、
陸

上
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ド
ッ
ヂ

ビ
ー
な
ど
体
が
温
ま
る
種
目

〇 

１
月
２
月
は
体
幹
づ
く
り
や
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
体
作
り

▼
社
会
体
育
へ
の
移
行
で
、
小
体

連
主
催
の
大
会
は
今
後
な
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
陸
上
、
水
泳
な
ど

郡
の
協
会
主
催
の
大
会
は
、
何
ら

か
の
形
で
残
っ
て
い
く
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
剣
道
、
柔
道
、
空
手
は
、

地
域
の
指
導
者
が
い
る
た
め
継
続

す
る
予
定
で
す
。

１
が
検
査
を
受
け
る
と
想
定
し
、

１
人
７
５
７
７
円
で
90
万
円
の
予

算
。

▼
風
疹
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

は
、
検
査
し
た
人
の
２
割
24
人
と

想
定
し
、
風
疹
の
み
が
７
１
０
０

円
、
風
疹
と
は
し
か
を
合
わ
せ
た

も
の
が
20
人
分
の
１
２
２
０
０
円

で
約
30
万
円
の
予
算
。

600
500
400
300
200
100

0
H25　　 Ｈ26　　 H27　　 H28　　 H29　　 H30

基金　　　積立額

公共施設等整備基金（百万円）



議　　　　案

遠
坂　

道
太

椎
葉　

弘
樹

森
山　
　

宏

黒
木　

龍
次

味
岡　
　

恭

金
子　

光
喜

高
橋　

一
雄

黒
木
喜
巳
男

山
下　
　

力

倉
本　
　

豊

審議結果

（賛成：反対）

平成 30 年度（一般会計・特別
会計）補正予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（ ９ : ０ ）

平成 31 年度（一般会計・特別
会計）当初予算

○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（ ８ : ０ ）

湯前町過疎地域自立促進 計画
の一部変更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（ ９ : ０ ）

町道路線の認定 ○ ○ × ○ × ○ × ○ ○ − 可決（ ６ : ３ ）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（ ９: ０ ）

○：賛成　−：採決なし（議長は採決に加わりません）　※：椎葉議員は病気入院のため欠席

条例改正
町道路線の認定
〇上京手田上線４５６．５ｍ
〇中園藤木線１３２３．０ｍ（17 ページ参照）
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その他の主な補正予算

項目 補正額

〇�林業・木材産業振興施設
等整備事業補助金 ５８７万円

〇町道舗装修繕工事 １７００万円

〇町道役場線歩道整備工事 １７７０万円

〇�町道上里古城線歩道整備
工事 １１００万円

その他の主な当初予算

項目 予算額

〇ふるさと納税返礼品代 ９４０万３０００円

〇�現湯前町総合戦略検証及
び新湯前町総合戦略策定
支援業務委託料

５７３万円

〇�農業次世代人材投資事業
補助金

３７５万円

〇農業後継者等支援補助金 １１００万円

〇植木地区用水路改修工事 ３６００万円

〇一般住宅建設工事 ３１００万円

議
員
の
な
り
て
不
足

解
消

報
酬
の
見
直
し
提
案

▼
本
町
で
は
、
財
政
悪
化
に
伴

い
、
平
成
16
年
に
町
長
な
ど
の
特

別
職
、
職
員
、
議
員
の
報
酬
・
給

与
の
一
時
削
減
を
行
い
、
議
員
以

外
は
２
年
か
ら
５
年
の
間
で
元
に

戻
り
ま
し
た
が
、
議
員
は
現
在
も

削
減
し
て
い
る
状
況
で
す
。

▼
議
員
の
な
り
手
不
足
に
よ
り
、

全
国
約
３
割
の
自
治
体
が
無
投
票

で
す
。
町
村
議
員
の
報
酬
だ
け
で

は
生
活
で
き
な
い
状
況
で
す
。

▼
若
者
世
代
の
立
候
補
を
促
す

た
め
に
議
員
報
酬
の
見
直
し
を

提
案
し
ま
し
た
が
、
町
長
は
次

の
行
政
に
協
議
を
託
さ
れ
ま
し

た
。(

現
在
の
議
員
報
酬
月
額
は

２
２
万
５
０
０
０
円)

湯
前
町
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の

任
命
同
意

深
水　

俊
市　

氏(

野
中
田
３
区)

井
上　

朋
和　

氏(

瀬
戸
口
区)

中
武　

義
秋　

氏(

上
里
３
区)

金
山　
　

充　

氏(

上
村
区)

右
田　

秀
美　

氏(

上
里
３
区)

蓑
田　

啓
悟　

氏(

人
吉
市)



鶴田（前）町長へ最後の一般質問
議会改革は進行中

４人の議員が３月定例会で一般質問を行いました。鶴田(前)町長は４月で任期満了、再出馬しないことから、
最後の一般質問となりました。議会改革で取り組む『市販ビデオカメラ撮影によるYouTube(ユーチューブ)
録画中継』は、６月から本格運用します。また９月定例会で湯前町議会規則を改正して本格導入した『関連質
問』は、遠坂、椎葉、味岡の３議員が行いました。

関連質問とは？　執行機関に対する監査機能、政策提案機能を果たすため、一般質問議員の質問後に、他の議員か
ら質問を補足するもの。一般質問を議場でひとりぼっちにしない効果的な取り組み。これは全国
的にも事例は少なく、人吉球磨管内では初めての取り組みです。

ページ 質問者（登壇順） 質　問　項　目 通算
質問回数※

10 金　子　光　喜 ①農地流動化に向けた取り組み 10　（１）

11 遠　坂　道　太 ①合宿誘致の方策
②情報化の推進 ９　（３）

12 高　橋　一　雄 ①補助金等の見直し
②国民健康保険 10　（２）

13 椎　葉　弘　樹 ①第３セクターに対する町の関与 10　（３）

味　岡　　　恭 ５　（３）

森　山　　　宏 ２　（１）

黒　木　龍　次 ０　（０）

黒　木　喜巳男 ０　（１）

山　下　　　力 ０　（２）
（前議長）

倉　本　　　豊 ２　（０）
（議長）

※：数字は平成 28 年 11 月　新体制以降の一般質問回数（全 10 回）、括弧数字は平成 30 年９月以降の関連質問回数（全３回）

 

議
会
を

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

議
会
傍
聴
は
、
受
付
で
名
前

を
書
け
ば
、
ど
な
た
で
も
入
場

で
き
ま
す
。
議
会
傍
聴
に
よ
り
、

執
行
部
と
議
員
の
緊
張
感
が
高

ま
り
、
質
疑
や
答
弁
の
レ
ベ
ル

向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

前
回
試
行
し
た

　
　

議
会
録
画
中
継

▼
12
月
定
例
会
で
試
行
し
た
Ｙ

ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ(

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ)

動
画
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
す
。

▼「
住
民
に
見
え
る
議
会
」「
議
会

力
・
議
員
力
の
向
上
」を
目
指
し

た
取
り
組
み
で
す
。

▼
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス
で

き
な
い
方
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で「
湯
前
町
議
会
」
と
検
索
し

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。高

橋
議
員

金
子
議
員

遠
坂
議
員

椎
葉
議
員
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一 般 質 問



質
問　

担
い
手
へ
の
集
積
と
言
っ

て
も
担
い
手
の
定
義
は
曖
昧
。
現

状
で
は
70
歳
を
超
え
て
い
て
も
認

め
ら
れ
、
若
者
と
同
じ
扱
い
を
さ

れ
る
。
10
年
と
か
20
年
の
間
に
は

大
き
く
減
少
す
る
時
期
が
必
ず
来

る
。
ど
う
考
え
る
か
。

課
長　

現
状
を
考
え
れ
ば
当
然
想

定
で
き
る
こ
と
、
対
策
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
形
を
と
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

質
問　

流
動
化
を
促
す
県
の
制
度

で
、
農
地
を
貸
借
す
る
場
合
の
メ

リ
ッ
ト
な
ど
の
周
知
は
、
で
き
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
。
現
状
ど
の

程
度
交
付
さ
れ
る
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局　

県
の
農
業

公
社
が
農
地
中
間
管
理
機
構
と
し

て
行
っ
て
い
る
事
業
に「
経
営
転

換
協
力
金
」と
い
う
制
度
が
あ
る
。

条
件
を
満
た
せ
ば
貸
し
手
側
に
初

年
度
の
み
だ
が
10
ア
ー
ル
あ
た
り

３
万
５
千
円
程
の
交
付
が
あ
る
。

質
問　

現
状
あ
る
制
度
で
は
、
貸

し
手
側
の
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
す
ぎ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
先
送

り
す
る
こ
と
な
く
早
い
時
期
に
、

町
の
政
策
と
し
て
流
動
化
に
本
腰

を
入
れ
て
取
り
組
む
べ
き
。
新
た

な
貸
借
を
生
み
出
す
潤
滑
剤
的
な

投
資
は
是
非
必
要
と
考
え
る
。

課
長　

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
内

に
は
10
市
町
村
ほ
ど
が
流
動
化
に

対
す
る
単
独
の
補
助
金
を
出
し
て

い
た
。
農
地
の
貸
し
手
側
、
借
り

手
側
、
双
方
で
の
金
額
も
そ
れ
ぞ

れ
違
う
。
本
町
で
は
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
検
討
し
て
み
る
価
値
は

あ
る
と
思
う
。
現
在
、
農
林
振
興

課
と
農
業
委
員
会
事
務
局
と
協
力

し
て
、
用
水
路
改
修
事
業
を
取
り

組
ん
だ
地
区
を
手
始
め
に
、
役
員

さ
ん
方
と
農
地
集
積
の
検
討
会
を

始
め
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
地
区

の
中
か
ら
、
本
年
度「
農
地
集
積

加
速
化
事
業
」と
い
う
県
の
事
業

に
取
り
組
め
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

関
連
質
問　

椎
葉
弘
樹
議
員

本
件
に
お
け
る
農
業
公
社
の
役
割

を
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

今
後
、
担
い
手
の
方
に
集

積
を
図
る
観
点
が
一
つ
抜
け
て
い

た
。
そ
の
こ
と
を
公
社
が
ど
う
し

て
い
く
の
か
だ
と
思
う
。

関
連
質
問　

遠
坂
道
太
議
員

農
振
地
の
見
直
し
は
ど
う
し
て
い

く
の
か
。

課
長　

平
成
31
年
度
で
全
体
見
直

し
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
。

本町農地の集積率（県とほぼ同じ）

60.0

50.0

40.0

30.0

20.0

10.0

  0.0

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

30.1　30.1

39.2　39.4
43.2　43.5 45.3

49.5
52.7
56.2

あさぎり町
相良村
錦町

87％
80％
67％

（参考値）

金子 光喜 議員

農地を若い後継者や担い手に集
積する必要がある。対応策は

問

農地の担い手への集約は進んで
いるが、分散しているのが課題

答
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質
問　

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
の
方

策
は
。

課
長　

合
宿
棟
の
管
理
・
運
営
に

つ
い
て
は
湯
楽
里
に
指
定
管
理
を

し
て
い
る
。湯
楽
里
に
お
い
て
は
、

合
宿
棟
Ｐ
Ｒ
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
製
、
そ
れ
を
活
用
し
て
、
各

種
学
校
、
旅
行
会
社
、
キ
ャ
ン
プ

用
品
販
売
事
業
所
な
ど
、
関
連
の

事
業
者
へ
の
営
業
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
で
の

営
業
活
動
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
る
。
町
に
お
い

て
も
、湯
楽
里
と
の
連
携
を
図
り
、

Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

質
問　

施
設
、
周
辺
の
整
備
計
画

は
。

課
長　

危
険
な
箇
所
も
あ
る
か
と

考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
検
討
課

題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
合

宿
棟
の
施
設
に
お
い
て
は
、
建
設

後
４
０
年
近
く
年
数
を
要
し
て
い

る
。
今
回
、
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
周

辺
の
施
設
整
備
計
画
の
中
に
、
整

備
箇
所
と
し
て
提
案
し
て
い
る
。

質
問　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
計

画
は
。

課
長　

総
合
計
画
に
示
し
て
い
る

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
を
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
近
々
説
明
す
る
予

定
で
あ
る
、
老
朽
化
が
非
常
に
著

し
い
プ
ー
ル
の
整
備
も
考
え
て
い

る
。
各
施
設
の
充
実
を
図
る
と
い

う
方
向
で
進
め
て
い
る
。

質
問　

弓
道
場
で
購
入
さ
れ
た
土

地
の
利
活
用
は
。

課
長　

御
大
師
堂
の
弓
道
場
と
現

在
の
土
地
の
関
係
が
あ
る
た
め
、

検
討
は
し
て
い
る
が
結
論
は
ま
だ

出
て
い
な
い
。

遠坂 道太 議員

合宿誘致の方策は問

インターネットを活用した
情報発信

答

本町で合宿する龍谷大女子柔道部

質
問　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

課
長　

大
き
な
項
目
と
し
て
、
高

齢
化
医
療
、
福
祉
、
少
子
化
、
学

校
教
育
、
産
業
振
興
と
地
域
活
性

化
な
ど
の
目
的
。
６
次
産
業
化
の

推
進
、
ゆ
の
ま
え
か
じ
り
サ
イ
ト

の
構
築
、
学
校
教
育
の
充
実
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
漫
画
授
業
、
高
齢
者

向
け
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
室
、
子
ど

も
向
け
の
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
、
高
齢
者
見
守
り
と
い
う
分
野

で
は
、
保
健
福
祉
課
で
具
体
化
し

た
効
果
が
あ
っ
た
。
実
施
計
画
に

も
目
標
を
持
っ
て
い
る
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
世
帯
４
０
０
世

帯
と
言
う
目
標
を
持
っ
て
、
現
在

３
８
６
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

質
問　

今
後
の
方
向
性
は
。

課
長　

自
治
体
が
行
う
情
報
化
と

し
て
は
、
住
民
の
た
め
に
活
用
を

進
め
る
と
し
た
ら
、
全
国
的
に
地

震
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
る
、
防
災
面
で
の
情
報
の
強
化

と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
ウ
エ
イ
ト
を

高
く
す
べ
き
と
こ
ろ
な
の
か
も
し

れ
な
い
。 情

報
化
の
推
進
は

問
防
災
面
で
の

情
報
化
の
強
化

答

年代別
利用者数

平成29年度 平成30年度
(2月末 )

団体 ( 人 ) 団体 ( 人 )

小中学生 11 289 6 176

高 校 生 1 27 2 46

大 学 生 3 182 0 0

一 般 2 22 4 57

合計 17 520 12 279

種目別利用者数 平成29年度 平成30年度 (2月末 )
団体 ( 人 ) 団体 ( 人 )

サ ッ カ ー 5 121 3 100
ソ フ ト テ ニ ス 1 20 1 34
剣 道 1 90
柔 道 1 26
バ レ ー ボ ー ル 1 27 1 21
野 球 1 25 3 68
バスケットボール 1 52
陸 上 1 6
そ の 他 5 153 4 56

合計 17 520 12 279
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高橋 一雄 議員

福祉の補助金を見直すのか問

補助金見直し答申を受け
新町長体制で判断

答

質
問　

平
成
16
年
、
町
の
財
政
再

建
計
画
で
町
民
か
ら
喜
ば
れ
て
い

た
福
祉
的
政
策
の
補
助
金
が
削
減

さ
れ
た
。
約
15
年
た
ち
職
員
に
よ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
補
助

金
な
ど
の
見
直
し
を
答
申
し
た
と

聞
い
て
い
る
。結
論
は
出
た
の
か
。

課
長　

職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
補

助
金
の
方
向
性
に
関
す
る
答
申
が

昨
年
10
月
に
町
長
に
答
申
さ
れ

た
。
ま
だ
実
行
に
は
移
せ
て
い
な

い
。

質
問　

障
が
い
者
福
祉
年
金
な
ど

の
見
直
し
も
出
て
い
る
。
福
祉
政

策
に
関
す
る
答
申
は
撤
回
す
る
べ

き
だ
。

課
長　

今
後
、
行
政
改
革
推
進
委

員
会
で
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
、

新
町
長
に
な
っ
て
か
ら
、
行
政
改

革
推
進
本
部
が
平
成
31
年
度
か
ら

の
３
年
間
の
計
画
を
作
っ
て
い
く

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
考
え

る
。

質
問　

全
国
町
村
長
会
で
の
国
民

健
康
保
険
の
構
造
的
問
題
点
や
国

へ
の
要
望
を
湯
前
町
も
共
有
し
て

い
る
の
か
。

町
長　

全
国
町
村
長
会
の
要
望
は

私
も
共
有
し
て
い
る
。

質
問　

平
成
26
年
全
国
知
事
会

は
、
都
道
府
県
が
国
保
を
運
営

す
る
前
提
と
し
て
公
費
１
兆
円

の
投
入
と
い
う
こ
と
を
国
と
自

民
党
に
求
め
た
。
国
保
税
が
協

会
け
ん
ぽ
並
み
に
な
る
と
い
う

こ
と
だ
。
国
保
で
は
、
均
等
割

り
で
１
人
３
万
２
千
円
負
担
す

る
。
年
収
４
百
万
円
の
４
人
世
帯

で
は
、
41
万
８
千
円
に
な
り
、
子

供
が
増
え
て
５
人
に
な
れ
ば
、
さ

ら
に
国
保
税
が
上
が
る
。
し
か
し

協
会
け
ん
ぽ
は
子
供
が
何
人
い
て

も
20
万
２
千
６
百
円
だ
。
農
家
や

自
営
業
は
子
供
が
増
え
る
た
び
に

国
保
税
が
増
え
て
い
く
痛
み
が
あ

る
。
他
の
自
治
体
で
は
、
均
等
割

り
の
３
割
免
除
や
廃
止
の
取
り
組

み
が
あ
る
。
調
査
し
て
い
る
か
。

課
長　

取
り
組
ん
で
い
る
の
は
財

政
規
模
が
大
き
い
市
に
多
い
。
石

川
県
加
賀
市
で
は
、
今
年
度
か
ら

子
供
の
均
等
割
り
２
分
の
１
軽
減

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
市
に

つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
軽
減
さ
れ

て
い
る
。

質
問　

小
さ
い
自
治
体
だ
か
ら
こ

そ
財
政
負
担
が
小
さ
い
の
で
は
な

い
か
。
最
後
に
、
子
供
の
医
療
費

無
料
化
の
動
き
は
遅
れ
て
い
る
。

高
校
３
年
生
ま
で
と
い
う
と
こ
ろ

が
増
え
て
い
る
が
、
ど
う
評
価
す

る
の
か
。
早
い
時
期
に
取
り
組
む

べ
き
だ
。

町
長　

段
階
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
後
も
議
論
の
中
で
決
定
し

て
い
く
。福祉の補助

国保の免除

子ども医療費

新町長へ
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か
っ
た
。

質
問　

今
後
も
町
長
や
副
町
長
が

湯
楽
里
と
公
社
の
社
長
・
理
事
長

に
就
く
方
が
良
い
と
い
う
考
え

か
。

町
長　

経
営
手
腕
を
振
る
っ
て
い

た
だ
く
方
が
い
れ
ば
、
湯
楽
里
の

社
長
は
町
長
や
副
町
長
で
な
く
て

も
よ
い
。

質
問　

民
間
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

含
め
た
適
切
な
知
見
を
有
す
る
人

材
を
広
く
公
募
す
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

町
長　

近
隣
の
三
セ
ク
や
事
業
体

の
公
募
で
上
手
く
い
か
な
い
場
合

も
あ
る
た
め
、
関
係
性
の
あ
る
方

で
し
っ
か
り
し
た
方
と
い
う
思
い

で
の
選
考
で
あ
っ
た
。

質
問　

湯
楽
里
の
設
立
目
的
、
地

域
農
業
再
生
の
拠
点
は
、
ど
の
程

度
達
成
で
き
て
い
る
か
。

町
長　

数
字
的
に
申
し
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
食
材
の
供
給

は
達
成
で
き
て
い
な
い
状
況
。

質
問　

湯
楽
里
の
設
立
目
的「
減

農
薬
の
農
産
物
を
使
っ
た
健
康
料

理
の
提
供
」は
達
成
で
き
て
い
る

か
。

課
長　

レ
ス
ト
ラ
ン
メ
ニ
ュ
ー
に

は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
減
農
薬
栽

培
の
方
々
と
の
連
携
は
、
今
の
と

こ
ろ
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況
。

質
問　

町
が
三
セ
ク
の
点
検
・
評

価
を
継
続
的
に
行
う
た
め
、
設
立

目
的
と
数
値
目
標
を
明
確
に
示
し

て
い
く
考
え
は
。

町
長　

設
立
目
的「
食
の
健
康
拠

点
施
設
」を
確
認
し
な
が
ら
い
く

こ
と
は
当
然
必
要
と
思
う
し
、
湯

楽
里
の
必
要
性
を
問
わ
れ
た
と

き
、
明
確
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
も
必
要
。

質
問　

湯
楽
里
の
点
検
・
評
価
の

内
容
が
あ
る
の
な
ら
、
議
会
に
事

業
報
告
、
経
営
状
況
を
報
告
す
る

際
に
添
付
し
て
報
告
し
た
方
が
よ

い
の
で
は
。

課
長　

９
月
議
会
で
は
、
単
な
る

数
値
的
な
報
告
に
な
っ
て
い
る
の

は
否
め
な
い
。
今
後
は
分
析
・
評

価
も
踏
ま
え
ま
て
、
で
き
る
範
囲

で
示
し
た
い
。

質
問　

町
長
に
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
っ
て
の
点
検
・
評
価
は
十
分
で

き
て
い
た
の
か
。

町
長　

公
社
は
、
事
業
の
目
的
や

達
成
率
な
ど
し
っ
か
り
分
析
し
な

け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
思
い
が

先
行
し
現
状
と
そ
ぐ
わ
な
い
部
分

も
あ
っ
た
。
湯
楽
里
は
、
設
立
目

的
を
注
視
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
な
か
っ
た
。

質
問　

三
セ
ク
の
事
業
報
告
は
、

指
定
管
理
料
、
経
営
指
標
、
点
検
・

評
価
の
結
果
、
役
員
数
、
職
員
数
、

人
件
費
、
数
年
分
の
数
値
デ
ー
タ

も
あ
わ
せ
て
示
す
考
え
は
。

課
長　

ご
指
摘
の
デ
ー
タ
は
ど
の

質
問　

第
三
セ
ク
タ
ー（
以
降
、

三
セ
ク
）施
設
の
改
修
に
か
か
る

費
用
の
分
担
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

町
長　

湯
楽
里
自
体
が
運
用
益
を

た
く
さ
ん
得
て
い
る
状
況
で
あ
れ

ば
、そ
の
活
用
と
な
る
。
現
況
は
、

日
常
的
な
営
業
が
精
一
杯
。
現
場

は
、
利
益
を
出
さ
な
い
と
い
ろ
ん

な
修
理
も
改
修
も
で
き
な
い
意
識

は
持
っ
て
い
る
。

質
問　

三
セ
ク
施
設
の
維
持
管
理

は
自
助
努
力
で
自
立
を
目
指
す
よ

う
町
が
指
導
し
て
い
く
考
え
は
。

町
長　

大
規
模
改
修
に
な
る
と
、

行
政
の
手
助
け
な
し
で
は
思
う
よ

う
に
い
か
な
い
の
が
現
状
。
経
営

に
余
裕
は
な
い
が
、
安
定
し
た
経

営
を
図
る
の
が
理
想
。

質
問　

三
セ
ク
経
営
者
の
職
責
は

充
分
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
か
。

町
長　

公
社
は
理
事
長
を
招
聘
し

た
が
難
し
か
っ
た
。
湯
楽
里
も
、

再
三
社
長
の
兼
務
が
良
い
の
か
も

協
議
し
た
が
、
町
長
が
社
長
で
な

い
と
そ
の
責
任
も
含
め
て
難
し

質
問　

農
業
公
社（
以
降
、
公
社
）

の
基
金
が
底
を
つ
く
場
合
の
対
応

は
。

町
長　

何
を
ど
う
し
て
い
く
か
、

ど
う
い
う
効
果
が
あ
る
の
か
と
い

う
議
論
を
し
な
い
と
今
後
の
投
資

は
難
し
く
な
る
。

農
業
公
社
と
湯
楽
里
へ
の

適
正
な
関
与
を

問

で
き
て
い
な
い
部
分
を

今
後
対
応
す
る

答

椎葉 弘樹 議員

場
で
も
報
告
し
た
経
緯
は
な
か
っ

た
。
あ
わ
せ
て
報
告
し
た
い
。

質
問　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
健

全
化
に
関
す
る
指
針
を
本
町
で
も

策
定
す
べ
き
で
は
。

町
長　

取
り
組
み
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。

質
問　

点
検
・
評
価
の
情
報
公
開
、

三
セ
ク
の
経
営
健
全
化
に
関
す
る

指
針
は
い
つ
導
入
す
る
の
か
。

課
長　

検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

 

総務省指針
財政的関与

人 的 関 与

点 検・評 価

設 立 目 的

情 報 公 開

町
湯 楽 里

農業公社
本町は３セクの

適正化ができていない

？
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委 員 長 森山宏

副委員長 黒木龍次

委　　員 黒木喜巳男、高橋一雄、味岡恭

2月26日╱3月12日╱4月16日

総務常任委員会

委 員 長 遠坂道太

副委員長 黒木龍次

委　　員 山下力、味岡恭、椎葉弘樹

2月26日╱3月12日

経済建設常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎鳥獣被害対策
◎県道錦湯前線の町道移管

有害鳥獣捕獲の効果大
　鳥獣被害対策

▼ 本町の鳥獣被害は、鳥獣の侵入防止施設を設置
後、減少しています。

▼現在、アナグマによる農作物の被害が多くなっ
ています。アナグマの駆除をするために、捕獲許
可権限を県から町に委譲するための手続きを行っ
ています。

有害鳥獣の捕獲実績
( 平成３０年１２月末時点 )
〇シカ　３９１頭　　〇猪　　１１５頭　
〇サル　　１３匹　　〇カラス　９６羽

鳥獣被害対策の基本的な考え方
①農地や集落は地域住民で守る。
②鳥獣被害対策の最終手段として、有害鳥獣捕獲
をあわせて実施する。

農地を守る取組

▼ 平成２１～２２年度に設置した鳥獣被害防止施
設の耐用年数は１４年で、現在は鳥獣被害防止総

次の所管事務を調査しました。
◎町の防災対策
◎湯楽里・グリーンパレス ( 以降ＧＰ ) の現況

合対策事業を活用できていません。

▼その他の補助事業として、中山間地域直接支払
制度を活用した集落単位での鳥獣被害防止施設の
整備があります。

湯前町認定農業者同志会との意見交換会
　今後の農業課題を情報共有
3月29日
認定農業者の現況

（平成３０年４月末時点）
◎単一経営　肉用牛２件（うち、法人１件）
◎複合経営　５２件（うち、法人４件）

担い手への農地集約・集積に係る支援
本町担い手による農地の集積率は、４９．５％と
年々高くなっています。

認定農業者の主な意見
〇水稲栽培だけに取り組む組織を検討
〇中山間地域２６集落を統合した集落営農の取組
〇農地の集積に伴う農地振興地域の見直し
〇畜産農家の高齢化に伴う集団育成施設の検討

災害発生時の課題確認
　平成 30 年度総合防災訓練

▼前回の防災訓練は平成２６年度に実施しました。
今回の訓練は、２月２４日午後１時３０分～４時
３０分の間で実施。訓練の目的は・職員の初動体
制の確認・自主防災組織や消防団の初動確認・区
民の安否確認。

▼訓練参加人数７１０人（内訳は、地区訓練参加
５３７人・消防団員１１２人・町職員５９人・婦
人会１人・湯前駐在所１人）

▼救援物資のヘリポートは総合グランドです。防
災拠点施設はＢ＆Ｇで自衛隊が滞在します。

▼総合防災訓練は、「自主防災組織は消防団との連

意見交換会の様子
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参加者が多いグラウンドゴルフ

2月21日╱3月11日

厚生文教常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎町の体育事業の検証と今後
◎子ども議会

町主催の体育行事へ５つの提言
　参加しやすい大会へ
　厚生文教常任委員会では、３回にわたり「町の
体育行事」に関する調査を行ないました。今回、
議員各位の意見を提言としてまとめました。少子
高齢化の時代に直面する今、地区住民からは参加
しやすい体育行事が求められています。委員会か
ら次の５項目を提言しました。

①目的の明確化と共有

▼「競技を推進する大会」、「多くの地区に参加し
てほしい大会」など、体育行事の目的を明確にして、
地区住民と共有することを提言しました。

▼地区住民の中には「競技を推進したい方」、「コ
ミュニケーションをとりたい方」、「体力づくりを
したい方」など、それぞれ参加への思いがあります。

②意向把握と公表
体育部長や分館長などから「体育行事に関する要
望を受ける仕組みづくり」と、「調査結果を速やか

委 員 長 椎葉弘樹

副委員長 高橋一雄

委　　員 金子光喜、森山宏、遠坂道太

携」、「安否確認は自主防災組織が主体」、「消防団
は人命救助を優先し消火活動」という役割があり
ます。３年に１回、間の年は自主防災組織・消防
団による訓練を行います。

訓練の検証

▼ 災害対策本部・情報発信は対応できました。管
内図とハザードマップの使分けと無線機の使用方
法の再確認が必要です。

▼自主防災組織・安否確認を迅速に行う「無事で
すシール」の活用が多く見られました。

▼参集時間が早すぎる地区がありました。

▼消防団・無線機使用方法（チャネル操作）には、「無
線使用は混線を避けるため人命救助の情報以外は
なるべく使用しない」「消防チャネルでの代理報告
をしてもらう」などの課題があります。

に公表すること」を提言しました。

③秋開催の体育行事の改善

▼「９月の球技大会」と「１０月の町民体育祭」
の開催間隔が短いこと、農繁期と各種行事が重な
ることから、地区住民の意見を踏まえた開催方法
の改善を提言しました。

▼以前から「開催時期を開けてほしい」「どちらか
１つにしてほしい」「交互に開催してほしい」など
の意見があります。

④体育施設と体育行事の連動
「体育行事への参加」「Ｂ＆Ｇやウォーキングロー
ドなどの施設利用」「百歳体操」などをポイント制
にして、健康づくりの地区ランキングを公表した
り、地区や住民へのポイント還元をしたりするこ
とで、健康意識の向上を図ることを提言しました。

⑤より多くの住民が参加できる体育行事
体育行事の意義や目的を明確にした上で、時代の
ニーズに合った住民参加型の体育行事にすること
を提言しました。

▼防災担当・公民分館に集まった人だけの安否確
認を行った地区もありました。

災害に備える自主防災組織
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下水道マンホール蓋が物語る時代の流れ

農
業
公
社
の
継
続
を

合
意

議
員
間
で
意
見
交
換

【
農
林
振
興
課
】

現
状（
３
月
末
時
点
）

▼
公
社
が
借
り
受
け
て
い
る
農
地

は
８
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル（
ha
）の
う

ち
３
．
５
ha
は
条
件
が
よ
い
の
で

借
り
手
を
探
し
ま
す
。
農
業
委
員

会
に
地
区
の
割
り
振
り
を
依
頼
し

て
い
ま
す
。

▼
３
月
末
に
職
員
２
人
が
退
職
。

借
り
て
い
る
農
地
の
契
約
期
間
が

あ
る
以
上
は
管
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
、
若
手
の
農
業
者
に

お
願
い
で
き
な
い
か
を
調
整
し
て

い
ま
す
。

▼
公
社
が
借
り
て
い
る
８
．
５
ha

の
内
訳
は
、
田
が
約
５
．
５
ha
、

畑
が
約
３
ha
。
保
全
だ
け
の
農
地

▼
下
水
道
法
上
は
下
水
道
に
繋
げ

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
市
町
村
長
が
認
め
る
場
合
は

猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
未

接
続
世
帯
の
内
訳
を
見
る
と
、
１

人
～
２
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な

ど
、
家
の
設
備
投
資
が
難
し
い
世

帯
も
あ
り
ま
す
。

人
頭
制
か
ら
従
量
制
へ

下
水
道
審
議
会
の
答
申

【
建
設
水
道
課
】

▼
従
量
制
の
導
入
時
期
は
未
定
。

下
水
道
審
議
会
か
ら「
従
量
制
が

望
ま
し
い
」と
の
答
申
を
受
け
て

い
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
く
対

応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
あ
さ
ぎ
り
町
で
は
従
量
制
を
先

行
導
入
し
て
お
り
、
水
道
メ
ー

タ
ー
の
水
量
で
使
用
料
を
算
定
し

て
い
ま
す
。
井
戸
水
を
下
水
道
に

流
す
場
合
は
別
メ
ー
タ
ー
を
付
け

ま
す
。

▼
下
水
道
使
用
料
の
具
体
的
な
使

用
料
は
、
下
水
道
事
業
経
営
の
中

長
期
視
点
を
持
っ
て
算
定
さ
れ
ま

す
。
平
成
29
年
度
決
算
で
は
起
債

償
還
額
が
多
く
、
使
用
料
で
賄
う

べ
き
部
分
の
１
７
０
０
万
円
ほ
ど

を
一
般
会
計
が
負
担
し
て
い
ま

す
。
５
年
先
に
は
人
口
が
減
り
、

使
用
料
収
入
も
減
る
た
め
、
見
合

わ
せ
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

▼
町
内
50
戸
ほ
ど
が
井
戸
水
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
畜
産
農

家
は
下
水
道
以
外
に
畜
産
分
は
放

流
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
分
は
別

メ
ー
タ
ー
を
付
け
る
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。

全　員
協議会
2月19日、2月20日、
3月7日、　3月27日、

4月4日

 

検証と説明責任

公社方針を決める
　民間主導へ

公社自ら農産物をつくらない
（３月定例会で報告）

（毎年度の原価割れ生産）

議員の意見

前町長 新町長

○

○

○
○

は
、
昨
年
度
で
１
．
１
～
１
．
２

ha
。

▼
経
営
が
安
定
し
な
い「
農
業
公

社
の
今
後
」に
つ
い
て
、
議
員
個

人
の
意
見
を
報
告
書
で
議
長
に
提

出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
員
間

で
意
見
交
換
を
行
い
、
公
社
継
続

を
条
件
つ
き
で
合
意
し
ま
し
た
。
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瀬戸口公民館

下村婦人会

上村郵便局

県道 県道

町
道
と
県
道
を
移
管

県
道
錦
湯
前
線
の
町
道

移
管

【
建
設
水
道
課
】

▼
現
在
の
湯
前
町
道
東
方
線
と
多

良
木
町
道
を
活
用
す
る
ル
ー
ト
を

今
後
県
道
錦
湯
前
線
と
し
て
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

▼
整
備
理
由
は
、
防
災
や
観
光
産

業
の
面
か
ら
、
奥
球
磨
地
域
へ
の

 

教
え
て
議
会

全
員
協
議
会
と
は

▼
本
会
議
と
は
別
に
、
協
議
や

意
見
調
整
を
し
た
り
、
議
案
の

事
前
説
明
を
受
け
た
り
し
ま

す
。
開
会
中
・
閉
会
中
に
関
わ

ら
ず
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。「
議
員
だ
け
」
と「
執
行

部
と
議
員
」
の
２
つ
の
型
が
あ

り
ま
す
。

▼
本
会
議
中
の
全
員
協
議
会

は
、
審
議
の
調
整
が
必
要
な
場

合
に
暫
時
休
憩
し
て
協
議
し
ま

す
。
本
会
議
の
機
能
を
代
替
す

る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
必
要

最
小
限
に
と
ど
め
ま
す
。
ま
た
、

本
会
議
や
委
員
会
と
同
様
の
実

質
審
議
に
な
ら
な
い
よ
う
節
度

を
も
っ
て
運
用
し
ま
す
。

事
業
効
果
を
高
め
る
た
め
で
す
。

▼
町
道
東
方
線
２
．
３
Ｋ
ｍ
を
県

道
に
、
県
道
錦
湯
前
線
１
．
３
Ｋ

ｍ
を
町
道
に
そ
れ
ぞ
れ
移
管
す
る

覚
書
を
本
町
と
県
で
交
わ
し
ま
し

た
。
多
良
木
町
は
昨
年
中
に
覚
書

を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

▼
県
道
錦
湯
前
線
は
、
４
月
以
降

地
元
の
説
明
会
を
行
い
、
県
と
一

緒
に
用
地
交
渉
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

今後考えられる
整備箇所

【下村婦人会前】道路拡幅と歩道整備

【天神様前】幅員確保【瀬戸口公民館前】交差点改良

そ
の
他
の
協
議

◎
緑
の
産
業
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

促
進
事
業
の
町
単
独
補
助

◎
平
成
31
年
度
へ
の
繰
越
事
業
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行
政
視
察
研
修11

月
29
日
～
30
日

◎
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

〈
福
岡
県
嘉
麻
市
〉

議
員
個
人
の
特
別
研
修

議
会
の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

令
和
元
年
で
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を

目
指
す

　湯前町議会では、議会改革で議員の資質や能力を高めるため、昨年度から議員個人を対象にした
特別研修を設けています。議会を代表して参加し、研修成果を発表することが条件です。

議　　員 研修内容 成果発表

黒木　喜巳男
黒木　龍次

【研修内容】議員の仕事 基礎編［３月28日］
【会　　場】福岡市

未

金子　光喜 【研修内容】人口減少社会・防災減災と議員の役割［３月26日］
【会　　場】福岡市 未

味岡　充 【研修内容】 激動の時代の自治体病院経営［１月31日～２月１日］
【会　　場】神戸市 未

高橋　一雄 【研修内容】市町村議会特別セミナー［11月18日～20日］
【会　　場】大津市 済

山下　力
【研修内容】 大学の先生ではわからない実践的な質問のしかた

［11月１日～11月２日］
【会　　場】東京都

済

森山　宏
【研修内容】 議員が知っておくべき財政の話 基礎編　　　　

［10月30日～11月１日］
【会　　場】東京都

済

遠坂　道太
【研修内容】 質問方法スキルアップ初級編、質問方法スキルアッ

プ応用編［７月19日～20日］
【会　　場】福岡市

済

椎葉　弘樹 【研修内容】議会のあり方と長との関係［７月23日～25日］
【会　　場】東京都 済

嘉麻市でのペーパレス化研修

◎
森
林
資
源
の
有
効
活
用
と
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
排
温
水
を
利
用
し

た
産
業
振
興〈
大
分
県
日
田
市
〉

球
磨
郡
町
村
議
会
議
員
研
修
会

2
月
19
日

ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安

講
師
：
全
国
町
村
議
会
議
長
会　

　
　
　

総
務
部
長
兼
管
理
部
長

　
　
　
　
　

三
宅
達
也　

先
生

テ
ー
マ
： 「
町
村
議
会
を
取
り
巻

く
状
況
」

▼
球
磨
郡
９
町
村
の
研
修
会
が
人

吉
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
村
議

会
議
員
、
執
行
部
ほ
か
約
１
３
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

▼
現
状
は
、
議
会
活
動
の
一
部
し

か
住
民
の
皆
様
に
見
え
て
い
ま
せ

ん
。

▼
本
町
議
会
は
、住
民
の
理
解
度
・

認
知
度
を
高
め
る
た
め
、「
町
議

会
だ
よ
り
」や「
議
会
中
継
」な
ど

の
議
会
改
革
を
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

① 

町
村
議
会
の
抱
え
る
課
題（
町

村
議
会
実
態
調
査
）

②
最
近
の
地
方
議
会
を
め
ぐ
る
動
向

〇 

議
員
報
酬
等
の
あ
り
方　

中
間

報
告（
全
国
町
村
議
長
会
）

〇 

町
村
議
会
の
あ
り
方
に
関
す
る

研
究
報
告
書（
総
務
省
）

〇 
第
32
次
地
方
制
度
調
査
会（
内

閣
府
）

〇 

議
会
の
機
能
強
化
お
よ
び
議
員

の
な
り
手
確
保
に
関
す
る
重
点

要
望(

議
長
全
国
大
会)

③
本
会
議
の
運
営
に
お
け
る
留
意

点④
町
村
議
会
の
活
性
化
・
取
り
組

み
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人吉球磨広域行政組合議会上球磨消防組合議会

公立多良木病院企業団議会

福寿荘民営化の移譲法人選定までの
流れ

選定結果は７月下旬の予定

公募要項の公告 4 月  3 日～ 4 月 26 日

現 地 説 明 会・
現 地 見 学 会 4 月  3 日～ 4 月 22 日

応募申し込み 4 月  3 日～ 5 月  8 日

企 画 提 案
書 の 提 出 5 月 20 日～ 6 月 21 日

面 接 審 査 7 月上旬

選定結果の通知 7 月下旬

市町村負担金の課題
　令和２年度に増額

▼松岡代表理事の議案説明の中で、人吉球磨管内
の財政状況が示されました。１０市町村のうち６
市町村の実質単年度収支がマイナスで、財政の硬
直化が進み、苦しい財政状況が続いています。

▼「少子高齢化」、「人口減少」、「地域経済の活性化」
などの課題に対して、財源やマンパワー不足も生
じています。構成市町村と本組合における事業や
施策の見直し、統廃合を進める時期にきています。

▼本組合が管理運営する施設の「老朽化対策や機
械設備の更新」も大きな課題です。第３次人吉球
磨ふるさと市町村圏計画で、令和２年度以降の市
町村負担金の増額が示されました。( 本町負担金
は令和元年度に６２６７万７０００円、令和２年
度に７９９４万円 )

〈広域行政議員　黒木喜・椎葉〉

当初予算の総額は７億７千万円
　庁舎建設は若干の遅れ
平成最後の定例会は、２月27日上球磨消防署会議
室で開催され、条例改正、補正予算、新年度予算な
どを可決しました。

〇【条例改正】上球磨消防組合職員の勤務時間、
休暇等に関する条例の一部を改正
〇平成３０年度一般会計補正予算（分担金の総額
から９４万７０００円を減額補正）
〇平成３１年度一般会計予算７億７０００万円　
※本町負担分８０５９万８０００円

　庁舎建設進捗状況
　約４割の進捗で、若干の遅れはあるものの、順
調に進んでいます。夏頃には、建物の姿が見える
かもしれません。

〈上球磨消防議員　金子〉

上球磨４町村で増額協議
　増額の方向で協議
平成最後の定例会が３月４日に会期１日で開催さ
れました。一般質問が２件、議案６件（平成30年度
補正予算１件、新年度予算５件）を可決しました。

今後の町村負担金（一般質問の答弁より）

▼総務省が求める公立病院改革の財政基準となる
目標は、「繰出基準を満たしての財政黒字化」です。
今後の方向性は、本企業団の経営状況を考慮する
と、構成町村で増額の協議を進めることで、医療水
準の確保と維持を実現すべきとの考えでした。

▼本院に求められる「医療水準」と「財政負担」のあ
り方について、地域(住民、行政)の理解をえられる
ように検討を進めていきます。
令和元年度の当初予算と各事業の見込み

▼歳入は４２億２５４万、歳出は４４億９１６２万、差し
引き２億８９０８万の損益を見込んでの当初予算編成
でした。

▼病院事業は、平成３０年度実績数値を勘案し、１
日平均入院患者数１４７人、外来患者数３８０人。

▼老健事業は、１日平均入所者数８４人、通所者数
４２人。

▼健診事業は、年延受診者数２万７４４２人。

〈公立病院議員　味岡・遠坂〉
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○まず感想をお聞かせください
　結婚を機に湯前町で暮らすようになりました。現在、
夫と子供二人、楽しく暮らしています。
　湯前町の第一印象はのんびりしているところです。また、
安心して保育園に預けられるところが気に入っています。

○お困りのことはありませんか
　一番は、自宅の周辺に用水路が多く、柵がないので、子どもたちが落ちたりしないか
心配です。
　他には、まだ子どもは園児なので、現時点で困っている訳ではありませんが、他町村
での小・中学校給食費無料などの話を聞くと、ちょっとうらやましく感じています。

○お仕事の内容は
　今年で開業21年目となる「ゆのまえ温泉湯楽里」で、開業直後から社員として働いており
ましたが、昨年7月より支配人を拝命しました。町民の皆様から愛される施設となるよう、
現場の代表として、日々努力しています。

○ご提案はありますか
　お願いになりますが、湯楽里の施設は、建設以来20年を超え、老朽化が顕著になってき
ており、大改修の時期を迎えています。
　スタッフ一同、湯楽里建設の目的を達成するよう努力してまいりますので、町・議会の皆
様のご理解とご支援をお願いします。
　また、町民の皆様には、工事が始まれば大変ご迷惑をおかけすることになりますので、事
前に周知したいと考えています。

湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」にご協力いただける方は、議会事務局までお電話下さい。☎0966-43-4111

テーマを設定し、年４回にわたり住民の皆様から意見をいただきます。

湯前町での子育てテーマ

議会への提案テーマ

◆議会だより調査特別委員会
　私たちが編集しました。　委 員 長　椎葉　弘樹
　　　　　　　　　　　　　副委員長　金子　光喜
　　　　　　　　　　　　　委　　員　森山　宏
　　　　　　　　　　　　　委　　員　遠坂　道太

▼ ４月に新年度が始まりました。「元号は「令和」とな
り５月から令和元年が始まります。これに伴い、本年
限定の祝日の制定による初めての「10連休」を謳歌さ
れた方・休めない方、さまざまでしょう。今後の仕事・
生活に支障が出ないことを望みます。

▼ 本町では、新たに長谷町長での町政の船出となりま
す。町議会も新町長と真摯に向き合い、２元代表制の

下に健全活発な議論を交わし、直近の諸事案をはじめ
改善・承認に取り組みます。

▼「見える議会」の取組により「定例会の映像」を配信す
る予定です。「議会だより」もより一層「読まれる・読み
たい誌面」に仕上げていきます。　　　　　　  （森山）

ゆのまえ温泉湯楽里
支配人

澁谷　紀之 さん
　

田上区
満尾　桃子 さん
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